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■ 各 チ ー ム の プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 内 容 ■

チーム
A 大日本印刷株式会社

株式会社電通テック　
株式会社美工
ワヨー株式会社　

江間 智美 
笠井 亜由美
薗部 耕史
坂東 祐樹　

チーム
B 株式会社田原屋

株式会社スピン
株式会社博報堂プロダクツ
株式会社美工

阿佐美 宙士
小野田 紗希　
堤　明子
樋口 敏之

チーム
C 株式会社ヒロモリ

株式会社電通テック
株式会社新和製作所
株式会社美工

江崎 健治
堤　禎盛
西澤 琴弥
古澤 由希子

合宿が行われた
八王子セミナーハウス。

※枠内写真は、合宿研修より

修了証書を授与するJPM協会・教育委員会
委員長の和倉大輔氏（ワヨー代表取締役社長）。

懇親会での交流が、後のグループワークをスムーズに。

上原征彦氏による卒業記念講演。

合宿での研修の始まり。

最終日のプレゼン風景。

　

第
28
期
「
イ
ン
ス
ト
ア
・
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
・
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
）
養
成

講
座
」
が
、
２
月
６
日
に
修
了
し
た
。
昨
年

９
月
７
日
、
14
日
の
第
一
課
程
（
講
義
主
体
）

に
始
ま
り
、
第
二
課
程
（
ホ
ー
ム
ワ
ー
ク
）

が
９
月
～
12
月
、
第
三
課
程
（
演
習
主
体
）

は
今
年
１
月
18
日
～
20
日
、
八
王
子
合
宿
研

修
で
２
泊
３
日
行
い
、
そ
し
て
第
四
課
程（
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
の
２
月
６
日
を
も
っ

て
、
全
課
程
が
修
了
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
店
内
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

先
端
理
論
と
、
先
端
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
展
開

と
の
連
携
を
学
び
、「
購
買
決
定
」
を
起
点

に
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
設
計
力
を
、
チ
ー

ム
内
で
の
相
互
評
価
、
講
師
か
ら
の
妥
協
の

な
い
徹
底
的
な
「
や
り
直
し
」
指
示
で
鍛
え

る
講
座
。
今
回
の
テ
ー
マ（
商
品
）は
「
ボ
デ

ィ
シ
ャ
ン
プ
ー
」。

　

最
終
日
（
２
月
８
日
）
に
は
、
本
講
座
の

特
徴
で
あ
る
他
企
業
受
講
者
と
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
型
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
経
て
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

　

第
28
期
の
受
講
者
は
12
名
。
全
課
程
43
単

位
の
う
ち
35
単
位
以
上
を
履
修
し
た
11
名
に

修
了
証
が
授
与
さ
れ
た
。

　

２
月
６
日
（
月
）
に
行
わ
れ
た
第
四
課

程
「
卒
業
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」。
受
講

生
は
３
チ
ー
ム
（
Ａ
～
Ｃ
）
に
分
か
れ
、
１

チ
ー
ム
制
限
時
間
15
分
の
時
間
内
で
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
会
場
に
は
、

受
講
生
の
上
司
も
出
席
し
、
各
チ
ー
ム
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
内
容
は
、
制
約
さ
れ
た

時
間
の
中
で
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
生
か
し
た

力
の
こ
も
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
後
、
講
師
の
谷
敏

一
氏
（
Ｊ
Ｐ
Ｍ
協
会
）
か
ら
講
評
が
述
べ
ら

れ
、
課
題
と
成
果
を
評
し
、
励
ま
し
の
言
葉

が
贈
ら
れ
た
。

　

続
い
て
、
昭
和
女
子
大
学
現
代
ビ
ジ
ネ
ス

研
究
所
特
命
教
授
（
日
本
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ

ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
会
会
長
）
の
上
原

征
彦
氏
に
よ
る
「
変
わ
る
流
通
課
題
」
と
題

し
た
卒
業
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

最
初
に
、「
生
活
者
が
選
ぶ
『
２
０
１
７
年

ヒ
ッ
ト
予
想
』」
か
ら
「
生
活
構
造
の
変
化
と

流
通
」
を
解
説
。
そ
う
し
た
な
か
で
「
最
近

の
流
通
ト
ピ
ッ
ク
ス
」（
Ｅ
Ｃ
ビ
ジ
ネ
ス
の
台

頭
／
業
態
概
念
が
変
わ
る
徴
候
）
を
挙
げ
、

「
マ
ル
チ
チ
ャ
ン
ネ
ル
購
買
の
時
代
」
に
あ

る
と
し
、「
肥
田
日
出
生
の
購
買
不
効
用
理
論
」

を
も
と
に
、
例
え
ば
「
食
品
・
日
用
品
な
ど

の
購
入
で
は
、
買
い
集
め
る
楽
し
さ
（
効
用
）

よ
り
苦
痛
（
不
効
用
）
が
増
え
、
多
品
目
同

時
購
入
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
志

向
と
な
る
」
と
し
、「
新
た
な
不
効
用
の
顕

在
化
と
対
応
」が
必
要
と
説
明
。
こ
の
「
流
通

機
能
の
変
化
」
と
と
も
に
、「
解
決
を
迫
ら
れ

る
『
ネ
ッ
ト
社
会
の
病
理
』」
を
抉
り
出
し
、

「
店
舗
経
営
の
革
新
方
向
」、「
店
舗
経
営
の

差
別
化
戦
略
」
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　

そ
し
て
講
演
終
了
後
に
、
修
了
証
書
の
授

与
式
が
行
わ
れ
た
。

　

受
講
者
に
お
い
て
は
、
昨
年
９
月
か
ら
今

年
の
２
月
ま
で
と
長
い
期
間
で
の
講
座
で
は

あ
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
に
多
く
の
収
穫
が
あ

っ
た
よ
う
だ
。
以
下
に
、
受
講
で
学
び
得
た

こ
と
を
少
し
列
記
す
る
。

○
企
画
に
お
い
て
一
貫
性
を
持
つ
こ
と
の
大

切
さ
と
、
そ
れ
を
実
行
す
る
難
し
さ
を
実

感
し
ま
し
た
。 

チ
ー
ム
で
協
力
し
て
ア

イ
デ
ア
を
ど
ん
ど
ん
出
し
て
い
く
過
程
は

と
て
も
よ
い
刺
激
が
あ
り
、
や
り
が
い
を

感
じ
る
有
意
義
な
時
間
で
し
た
。

○
約
半
年
を
か
け
、
一
つ
の
商
品
の
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
を
じ
っ
く
り
考
え
る
と
い
う
こ

と
は
、
普
段
の
業
務
で
は
な
い
こ
と
な
の

で
、
と
て
も
貴
重
な
時
間
で
し
た
。

○
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
対
し
て
訴
え
る
べ
き
特
長

を
捉
え
る
と
こ
ろ
が
い
ち
ば
ん
難
し
か
っ

た
。
研
修
を
通
し
て
、
社
外
の
方
々
と
接

す
る
こ
と
が
で
き
、
良
い
経
験
と
な
っ
た
。

○
普
段
の
業
務
の
中
で
ツ
ー
ル
全
体
を
考
え

る
こ
と
は
な
く
、
ツ
ー
ル
の
中
の
一
部
を

ス
ポ
ッ
ト
的
に
作
成
す
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
と
て
も
貴
重
な
体
験
で
し
た
。

○
今
後
の
仕
事
で
は
ア
イ
デ
ア
先
行
で
は
な

く
、
き
っ
ち
り
と
デ
ー
タ
の
裏
付
け
に
基

づ
い
た
企
画
が
立
て
ら
れ
る
よ
う
意
識
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
ア
イ
デ
ア
の
質
は
、出
し
た
量
に
比
例
す
る
。

こ
の
言
葉
を
胸
に
刻
み
込
み
ま
す
。

　

日
々
の
現
場
の
仕
事
で
は
、
断
片
的
に
作

業
す
る
こ
と
が
多
い
な
か
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
全
体
を
通
し
て
の
企
画
・
設
計
が
で
き
た

こ
と
は
貴
重
な
体
験
と
な
り
、
今
後
活
か
し

て
い
き
た
い
と
す
る
声
が
多
か
っ
た
。
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Ｏ
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谷 敏一氏
日本プロモーショナル・
マーケティング協会

大橋 和幸氏
エムディ・ソリューションズ
代表取締役社長

松本 健児氏
スピン　
専務取締役 ISM 事業本部長

波里　淳氏
プランニング・オフィス［ウリカタ］

村田 一朗氏
凸版印刷
西日本 TIC 部長
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掃除機の商品特長を説明。

●パナソニック事例

●ライオン事例

●ワ−クショップ

Pepper君を実演。

「実践 POP」の体験を。

店頭展開の実際を話す。

ポイントを挙げる近野慎一氏。

「店頭実現に向けて」講座から。
　

本
講
座
で
は
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
最
終
ゴ
ー
ル
、「
店

頭
実
現
・
実
施
」（
→
売
れ
る
）
を
視
野
と
し
、
い
か
に
「
店

頭
実
現
」
を
果
た
し
て
い
っ
た
か
を
、
実
際
に
行
わ
れ
た

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
担
当
者
が
話
し
、
こ
こ
か
ら
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
と
し
て
で
き
る
課
題
（
ポ
イ
ン
ト
）
を
抽
出
し
、

討
議
を
行
う
。
２
月
８
日
、
３
月
８
日
の
２
回
に
わ
た
っ

て
行
い
、
本
号
で
は
、
そ
の
第
１
回
目
を
抄
録
す
る
。

　

最
初
に
、
こ
の
研
究
会
実
施
を
担
う
Ｊ
Ｐ
Ｍ
協
会
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会
の
委
員
長
、
近
野
慎
一

氏
（
電
通
リ
テ
ー
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
代
表
取
締
役
社
長
）

が
「
店
頭
実
現
で
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
役
割
」
に
つ
い
て
、

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
た
。

①
商
品
を
知
る
と
い
う
こ
と
。
商
品
が
ど
う
い
っ
た
位
置

付
け
に
あ
る
か
、
市
場
で
ど
う
い
う
役
割
を
果
た
す
商

品
か
を
分
析
し
把
握
す
る
。

②
そ
の
商
品
が
ど
う
い
う
形
で
生
活
者
に
使
わ
れ
る
か
を

知
り
、
そ
れ
を
徹
底
的
に
考
え
る
こ
と
で
提
案
の
ポ
イ

ン
ト
と
す
る
。

③
流
通
を
知
る
と
い
う
こ
と
。
メ
ー
カ
ー
の
立
場
に
立
っ
て
、

ど
の
よ
う
に
流
通
に
説
明
す
れ
ば
理
解
い
た
だ
け
る
か
、

さ
ら
に
そ
れ
が
消
費
者
の
方
に
伝
わ
る
か
を
考
え
る
こ
と
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
実
際
に
展
開
さ
れ
た
話
の
講
義
に
入

っ
て
い
っ
た
。

事
例
研
究
（
講
義
）
❶

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
「
ス
テ
ィ
ッ
ク
タ
イ
プ
掃
除
機
実
践
Ｐ
Ｏ

●
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
事
例

　
「
最
初
に
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
タ
イ
プ
の
掃

除
機
に
つ
い
て
。
掃
除
機
市
場
は
、
２
０
０
０
年
ぐ
ら
い

ま
で
を
一
つ
の
ピ
ー
ク
と
し
、
年
々
下
降
ぎ
み
と
い
う
状

況
の
中
、
ど
う
い
う
形
で
商
品
を
選
ん
で
い
た
だ
く
か
と

い
う
と
こ
ろ
が
、
わ
れ
わ
れ
が
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
で
す
。
通
常
の
掃
除
機
と
違
う

タ
イ
プ
の
掃
除
機
を
ど
う
い
う
方
に
使
っ
て
い
た
だ
く
か
。

手
軽
に
簡
単
に
掃
除
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
視
点
に
開
発

さ
れ
た
こ
と
、
こ
こ
に
ま
ず
注
視
し
提
案
し
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
商
品
特
徴
に
つ
い
て
は
、（
買
お
う
と
さ
れ

て
い
る
方
に
）
コ
ー
ド
レ
ス
機
能
と
Ｉ
Ｔ
ノ
ズ
ル
の
機
能

を
ど
う
理
解
し
て
い
た
だ
く
か
。
ま
た
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ

性
、
薄
型
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
収
納
性
に
つ
い
て
ど
う
売
り

場
で
理
解
し
て
い
た
だ
く
か
。
充
電
が
必
要
と
い
う
こ
と

と
、
そ
れ
ゆ
え
の
効
率
性
な
ど
を
い
か
に
生
活
者
の
方
々

に
伝
え
て
い
け
る
か
。
こ
れ
も
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

そ
れ
と
、
実
際
に
売
り
場
状
況
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

そ
の
商
品
が
置
か
れ
て
い
く
状
況
を
生
活
者
の
一
人
と
し

て
必
ず
見
て
、
売
り
場
の
写
真
を
付
け
、
提
案
を
し
て
い

く
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

こ
の
「
掃
除
機
実
践
Ｐ
Ｏ
Ｐ
」
は
、
定
番
の
什
器
で
は

な
く
、
イ
ベ
ン
ト
を
目
的
と
し
た
開
発
什
器
で
す
。
実
際

に
お
客
様
に
触
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
こ
か
ら
い
い
も
の
だ

と
判
断
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
ご
購
入
い
た
だ
け
る
と
い

Ｐ
」
展
開
事
例
を
も
と
に

（
語
り
手
：
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
部
セ

ー
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課  

渡
辺 

誠 

氏
）

＊
こ
の
「
掃
除
機
実
践
Ｐ
Ｏ
Ｐ
」
は
、
２
０
１
６
年
Ｊ
Ｐ

Ｍ
協
会
展
で
経
済
産
業
大
臣
賞
受
賞
、
ま
た
業
務
を
評

価
す
る
２
０
１
６
年
Ｇ
Ｐ
Ａ
ア
ォ
ー
ド
（
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
・

ツ
ー
ル
部
門
）
で
銀
賞
を
受
賞
。

（
以
下
、
語
っ
た
項
目
）

・
会
社
体
制
／
組
織　

概
要

・
こ
れ
か
ら
の
国
内
家
電
市
場
に
つ
い
て

・
成
長
性
あ
る
コ
ー
ド
レ
ス
ス
テ
ィ
ッ
ク
市
場

・
商
品
紹
介
／
商
品
特
長

・
開
発
か
ら
完
成
ま
で
／
開
発
～
他
社
状
況
を
整
理
、

分

析
か
ら
見
え
た
什
器
の
あ
り
方
、
消
費
者
の
購
買
行
動
、

提
案
ポ
イ
ン
ト
／
常
設
展
示
台
／
イ
ベ
ン
ト
用
体
験
展

示
台
と
し
て
再
構
築
／
イ
ベ
ン
ト
用
体
験
展
示
台
の
考

え
方
／
プ
ラ
ン
の
絞
り
込
み
～
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
／

プ
ラ
ン
決
定
／
ホ
ワ
イ
ト
ダ
ミ
ー
作
成
／
完
成
／
導
入

事
例
／
ま
と
め

事
例
研
究
（
講
義
）
❷

ラ
イ
オ
ン
「
ル
ッ
ク
お
ふ
ろ
の
防
カ
ビ
く
ん
煙
剤 

Pepper

推
販
企
画
」
事
例
を
も
と
に

（
語
り
手
：
大
日
本
印
刷　

情
報
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業

部
Ｃ
＆
Ｉ
セ
ン
タ
ー 

Ｓ
Ｐ
本
部
Ｓ
Ｐ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部 

部
長　

箕
島 

茂 

氏
／
同
Ｓ
Ｐ
本
部
企
画
第
１
部
第
２
課

　

辻 

貴
志 

氏
）

＊
こ
の
「Pepper

推
販
企
画
」
は
、
２
０
１
６
年
Ｇ
Ｐ
Ａ

う
、
そ
れ
を
い
か
に
ス
ム
ー
ズ
に
行
い
え
る
か
。
そ
れ
が

今
回
の
提
案
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
ク
リ
ア
さ
れ
た
と
こ

ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
も
う
一
つ
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
要
望
の
中
で
の

コ
ス
ト
感
に
収
め
る
と
い
う
こ
と
も
、
わ
れ
わ
れ
に
課
せ

ら
れ
て
い
る
こ
と
の
一
つ
で
す
。
そ
こ
も
、
ど
う
ク
リ
ア

し
て
い
く
か
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。」

●
ラ
イ
オ
ン
事
例

　
「
次
に
、
ラ
イ
オ
ン
の
『
ル
ッ
ク
お
風
呂
の
防
カ
ビ
く
ん

煙
剤
』
の
展
開
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
れ
も
基
本
と
し
て

イ
ベ
ン
ト
訴
求
型
で
す
。
こ
の
カ
ビ
取
り
剤
は
、
な
か
な

か
製
品
の
差
別
化
が
で
き
て
い
な
い
日
雑
系
の
商
品
で
す
。

各
社
の
ポ
イ
ン
ト
訴
求
内
容
も
似
通
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
カ
ビ
取
り
市
場
の
中
の
「
防
カ
ビ
剤
」
は
新
し
い

市
場
で
す
。
ま
ず
、
こ
の
分
野
を
生
活
者
に
理
解
い
た

だ
き
、
さ
ら
に
そ
の
商
品
を
買
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
、

非
常
に
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
商
材
で
す
。
そ
れ
を
今
回
は

Pepper

君
と
い
う
、
キ
ラ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
的
な
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
使
わ
れ
、
克
服
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
場
で
の
相
当

の
ご
購
入
（
販
売
／
売
り
上
げ
）
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

　

ブ
ラ
ン
ド
ス
イ
ッ
チ
の
少
な
い
商
品
群
を
い
か
に
買
わ

せ
る
か
は
、
立
ち
寄
り
率
を
い
か
に
高
め
る
か
と
い
う
こ

と
が
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
す
。Pepper

君
を
導
入
さ
れ
、
そ

こ
を
ク
リ
ア
で
き
た
こ
と
が
、
最
大
の
勝
因
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
もPepper

君
を
単
に
顔
見
せ
的
に

ア
ォ
ー
ド
（
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
・
ツ
ー
ル
部
門
）
で
銀
賞
を

受
賞
。

（
以
下
、
語
っ
た
項
目
）

〈
企
画
概
要
〉

・
は
じ
め
に
（「Pepper

」
を
活
用
し
て
、
効
果
的
な
推
薦

販
売
が
出
来
な
い
か
？
）

・
実
施
概
要
・
実
施
状
況
・
実
施
結
果
（
各
テ
ス
ト
）
／

実
施
概
要
（
本
格
稼
働
）
／
制
作
意
図
・
特
徴
／
商
品

に
つ
い
て
（
お
風
呂
の
黒
カ
ビ
を
生
え
に
く
く
す
る
商

品
／
お
風
呂
の
カ
ビ
と
り
掃
除
の
回
数
を
、
減
ら
す
こ

と
が
で
き
る
商
品
）

〈
市
場
状
況
〉
カ
ビ
取
り
剤
市
場

〈
商
品
に
つ
い
て
〉

・
お
風
呂
の
カ
ビ
発
生
の
原
因
と
は
？
／
商
品
機
能
／
使

い
方
／
課
題
と
施
策
案
／Pepper

の
使
い
方
／
店
頭

で
の
使
い
方
／
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
テ
ー
マ
（
カ
ビ
の
な

い
未
来
へ
ご
案
内
し
ま
す
）

〈
コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て
〉

・
コ
ン
テ
ン
ツ
メ
ニ
ュ
ー
（
呼
び
込
み
・
動
画
・
紙
芝
居
・

ク
イ
ズ
・
写
真
撮
影
）
／
新
聞
記
事

〈
実
演
〉〈
効
果
検
証
〉

・
実
施
効
果
／
購
入
プ
ロ
セ
ス
／
効
果
要
因
（
誘
引
効
果
・

関
心
喚
起
・
商
品
選
択
）
／
効
果
要
因
ま
と
め
／
売
場

演
出
の
分
類
／
相
互
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

二
つ
の
事
例
講
義
後
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
し
て
の
課
題

（
ポ
イ
ン
ト
）
を
、
近
野
慎
一
氏
が
抽
出
。

使
う
の
で
は
な
く
、
子
供
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
取
り
込
め
た

と
い
う
素
晴
ら
し
い
事
例
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
流
通
側
に
と
っ
て
も
、
お
客
様
が
寄
っ
て
く
れ
る
、

集
客
が
あ
る
、
立
ち
寄
り
率
が
高
ま
る
、
滞
在
率
が
高
ま

る
、
イ
コ
ー
ル
店
内
で
の
商
品
購
入
率
も
高
ま
る
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
う
し
た
一
つ
の
イ
ベ
ン
ト
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
提
供
さ
れ
る
の
は
、
流
通
側
に
と
っ
て

も
ウ
エ
ル
カ
ム
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

あ
と
、
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
、Pepper

君
の
（
背
の
）

高
さ
。
子
供
と
同
じ
目
線
と
い
う
こ
と
で
の
親
近
感
。
購

買
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
で
は
な
い
子
供
を
巻
き
込
み
な
が
ら
、

そ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
を
取
り
込
め
た
と
い
う
と
こ
ろ
が
一

番
の
ポ
イ
ン
ト
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
と
ラ
イ
オ
ン
、
こ
の
２
つ
の
事
例
に
は
、

あ
る
程
度
共
通
す
る
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
推
奨
販
売

で
あ
り
な
が
ら
推
奨
販
売
で
な
い
。
体
験
し
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
商
品
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
商
品
を
購

入
い
た
だ
く
と
い
う
訴
求
方
法
。
こ
れ
は
現
在
、
消
費
者

に
と
っ
て
ポ
イ
ン
ト
が
高
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」

　

こ
の
あ
と
、
質
問
タ
イ
ム
に
お
い
て
、
施
策
の
裏
側
や

疑
問
も
聞
き
、
再
度
、
課
題
（
最
終
ゴ
ー
ル
へ
と
い
く
ポ

イ
ン
ト
）
を
確
認
。
現
場
で
受
講
者
自
身
が
担
当
す
る
仕

事
へ
の
役
立
ち
を
つ
か
ん
だ
。
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Course

店
頭
実
現
で
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
役
割
と
は

「
何
が
決
め
手
だ
っ
た
か
」、ポ
イ
ン
ト
を
抽
出

第　

回 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会

15

「
店
頭
実
現
に
向
け
て
、サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
は
何
を
す
べ
き
か
」講
座 〈
第
１
回
目
〉

店
頭
体
験
↓

商
品
理
解
↓

購
入
の
企
画
提
案
ポ
イ
ン
ト
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ほりうち・しげる
1959年８月２日東京都（池袋）出身。83年立教大学法
学部法学科卒業。共栄紙工業㈱入社。86年東栄紙器印
刷 ㈱（現㈱トーエイ）入社。96年常務取締役、2004
年代表取締役社長就任。13年取締役会長就任。現在に
至る。趣味：読書、映画鑑賞、ジョギング。信条：「人と
の出会いを大切にすること」

新年の挨拶を行う江花昭彦理事長。

シャンパンで「乾杯！」を唱和。

竹田印刷フィード

電通 tempo

2016年新入会員社が登壇、紹介された。

美工ＩＭＣ

約150人の出席者を迎えて行われた 2017年JPM新年会。

と
は
考
え
な
い
、
１
で
受
け
継
い
だ
も
の
を
な
ん
と
か

５
く
ら
い
に
し
て
、
次
に
手
渡
し
て
10
に
し
て
も
ら
う
、

そ
ん
な
感
覚
、
だ
か
ら
全
員
が
家
族
と
も
思
う
」。

　

家
内
工
業
的
な
業
態
が
、
家
族
的
経
営
を
生
み
、
そ

の
精
神
、
理
念
が
さ
ら
に
発
展
を
生
む
か
。
し
か
し
、

現
実
は
厳
し
い
。「
私
た
ち
が
手
が
け
て
い
た
ト
ミ
ー

さ
ん
と
か
、何
社
様
が
、ど
ん
ど
ん
海
外
に
進
出
し
始
め

た
の
で
す
。
中
国
で
す
。
五
十
数
年
の
歴
史
で
も
最
大

の
危
機
、
ま
あ
転
機
で
し
た
」。
ど
う
乗
り
切
っ
た
？

　
「
ま
ず
は
先
代
の
造
っ
た
生
産
体
制
や
技
術
力
、
そ
し

て
残
っ
た
取
引
先
に
感
謝
し
、
よ
り
品
質
、
効
率
、
サ

ー
ビ
ス
を
追
求
す
る
こ
と
、
そ
れ
と
併
行
し
て
、
以
前

か
ら
行
っ
て
い
た
Ｐ
Ｏ
Ｐ
関
係
の
制
作
、
企
画
の
強
化

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
従
来
の
７
対
３
だ
っ
た
も
の
を

Ｐ
Ｏ
Ｐ
関
係
を
７
に
し
つ
つ
、
生
産
ラ
イ
ン
を
３
で
生

か
し
て
い
く
、
加
工
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
充
分
に
役
立
つ
と

　
「
家
業
を
継
ぐ
と
い
う
こ
と
は
、
ご
く
自
然
な
こ
と
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
、
ど
ん
な
仕
事
か
、

子
供
な
り
に
理
解
し
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。」

　

堀
内
氏
は
、
２
代
目
で
あ
る
。
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
遊

び
場
は
家
に
隣
接
し
た
工
場
で
あ
り
、
職
人
さ
ん
た
ち

に
遊
ん
で
も
ら
っ
て
育
っ
た
と
。
取
引
先
の
社
長
さ
ん

と
父
上
と
の
話
を
、
ご
く
普
通
に
聞
い
て
い
た
と
い
う
。

し
か
し
、
堀
内
氏
な
ら
で
は
の
生
真
面
目
さ
が
…

　
「
先
代
の
創
業
の
精
神
と
か
、
思
い
、
社
風
な
ど
を
よ

り
明
確
に
し
、
組
織
の
隅
々
に
ま
で
、
繰
り
返
し
徹
底

す
る
こ
と
を
常
に
心
が
け
て
き
ま
し
た
。
家
族
感
は
根

強
い
と
思
い
ま
す
」。
ト
ー
エ
イ
の
経
営
理
念
に
、「
私

た
ち
は
共
に
喜
べ
る
会
社
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
」
と

あ
る
。
一
つ
は
得
意
先
を
意
識
し
た
面
も
あ
る
が
、
社

員
と
共
に
と
い
う
空
気
、
温
か
さ
を
感
じ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
創
業
期
の
仕
事
は
袋
貼
り
だ
っ
た
。
文
字
通
り
、
職

人
の
家
内
工
業
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
流
れ
か

ら
お
菓
子
の
名
入
り
の
箱
や
、
包
装
紙
、
さ
ら
に
、
商

品
、
ト
ミ
ー
の
ミ
ニ
カ
ー
の
梱
包
業
務
へ
と
拡
大
し
て

き
た
の
で
す
」。
堀
内
氏
は
中
学
時
代
か
ら
、
家
業
の
ア

ル
バ
イ
ト
を
し
た
り
、
人
手
の
足
り
な
い
と
き
は
友
達

と
一
緒
に
手
伝
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
環
境
の

家
系
に
は
、
そ
れ
な
り
の
風
土
が
で
き
あ
が
っ
て
い
く

が
、「
家
業
を
継
ぐ
と
い
う
の
は
、
会
社
を
自
分
の
も
の

考
え
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
カ
ケ
算
で
す
」。

　

や
は
り
Ｐ
Ｏ
Ｐ
に
関
す
る
企
画
、
制
作
デ
ザ
イ
ン
の

人
材
、
そ
の
育
成
は
専
門
会
社
で
も
苦
労
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
も
あ
る
。
ト
ー
エ
イ
の
生
産
体
制
に
は
、
自
社

完
結
度
の
高
い
流
れ
が
明
確
に
あ
る
。
Ｃ
Ｔ
Ｐ
刷
版
出

力
↓
印
刷
↓
表
面
加
工
↓
打
抜
き
↓
製
函
↓
セ
ッ
ト
・

梱
包
↓
自
社
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
納
品
・
発
送
ま
で
。
Ｐ

Ｏ
Ｐ
関
係
も
新
た
に
増
員
さ
れ
、
非
常
に
様
々
な
領
域

が
、
鎖
の
よ
う
に
連
な
り
、
強
固
に
連
結
さ
れ
て
い
る

集
団
と
い
え
よ
う
。
い
か
に
も
堀
内
会
長
ら
し
い
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
当
時
、
周
り
は
バ
ブ
ル
で
浮
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、

私
ど
も
は
逆
に
何
か
投
資
し
よ
う
に
も
あ
て
も
な
く
、

値
が
上
が
る
資
産
も
な
い
、
全
く
無
縁
で
し
た
。
下
手

に
膨
ら
ま
な
い
か
ら
落
ち
る
こ
と
も
無
い
、
本
業
に
徹

し
て
、
余
分
な
こ
と
は
し
な
い
、
会
社
の
状
況
も
、
家

訓
的
な
考
え
も
、
そ
れ
で
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

堀
内
会
長
は
、
２
年
前
、
堀
内
商
店
発
祥
の
地
、
池

袋
の
新
社
屋
に
移
転
し
、
次
代
へ
の
備
え
を
さ
ら
に
強

化
し
た
。
ま
た
新
し
い
什
器
の
在
り
様
と
エ
コ
の
関
係

な
ど
、
生
い
立
ち
の
血
は
捨
て
て
い
な
い
。
ま
た
し
て

も
堀
内
氏
ら
し
く
「
様
々
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ア
プ
ロ

ー
チ
は
承
知
し
て
い
る
、
し
か
し
ち
ゃ
ん
と
し
た
Ｐ
Ｏ

Ｐ
が
あ
っ
て
こ
そ
の
理
屈
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

を
大
切
に
し
て
欲
し
い
」
と
結
ん
だ
。

●

●

会
）、
フ
ィ
ー
ド
（
12
月
度
入
会
）
の
社
名
を
ス
ラ
イ
ド

で
映
し
、
う
ち
４
社
が
順
に
登
壇
、
そ
れ
ぞ
れ
に
自
社
紹

介
が
行
わ
れ
、“
共
有
”
へ
の
架
け
橋
を
つ
く
っ
た
。

　

こ
の
あ
と
歓
談
に
移
り
、
改
め
て
名
刺
交
換
す
る
な
ど
、

活
発
に
情
報
交
換
す
る
姿
が
見
ら
れ
、
２
０
１
７
年
Ｊ
Ｐ

Ｍ
新
年
会
は
、
盛
況
の
う
ち
に
お
開
き
、
閉
会
と
な
っ
た
。

　

Ｊ
Ｐ
Ｍ
協
会
は
１
月
25
日
（
水
）
午
後
６
時
よ
り
、

日
本
印
刷
会
館
で
新
年
会
を
開
催
、
会
員
者
約
１
５
０
人

が
出
席
し
た
。

　

挨
拶
に
立
っ
た
江
花
昭
彦
理
事
長
は
、「
Ｊ
Ｐ
Ｍ
協
会
は

２
年
後
、
２
０
１
９
年
に
創
立
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。
本

年
は
、
そ
れ
に
向
け
た
活
動
と
し
て
『
次
世
代
に
向
け
た

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
理
論
お
よ
び
体

系
の
確
立
』
を
重
点
的
課
題
と
し
て
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、『
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ
タ

ー
認
証
資
格
制
度
』
は
、
昨
年
ま
で
に
累
積
受
験
者
数
は

1
万
名
、
合
格
者
数
が
６
０
０
０
名
に
迫
る
規
模
に
な
っ

て
お
り
、
人
材
育
成
面
な
ど
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
業
界
に

お
け
る
基
盤
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
、
時
代
の
変

化
に
照
ら
し
わ
せ
た
『
次
世
代
』
と
し
て
構
築
し
、
さ
ら

に
大
き
い
制
度
に
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
業
界
は
い
ろ
ん
な
業
種
の
方
々

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
新
年
会
を
は
じ
め
、

協
会
で
行
う
活
動
・
場
に
お
い
て
情
報
交
換
し
て
い
た
だ

き
、
共
有
し
、
い
い
業
界
を
つ
く
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
」
と
語
っ
た
。

　

こ
の
あ
と
、
ひ
き
つ
づ
き
江
花
理
事
長
よ
り
「
皆
さ
ま

の
こ
れ
か
ら
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
、
ご
健
康
を
祈
念
し
」、

シ
ャ
ン
パ
ン
に
て
「
乾
杯
！
」
が
唱
和
さ
れ
た
。

　

歓
談
の
後
、
２
０
１
６
年
（
暦
年
）
新
入
会
員
社
５
社

─
電
通tem

po

（
３
月
度
入
会
）、
竹
田
印
刷
（
５
月
度

入
会
）、
ア
ド
エ
イ
ト
（
同
）、
美
工
Ｉ
Ｍ
Ｃ
（
９
月
度
入
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堀内 茂 氏
JPM協会 監事

（トーエイ 取締役会長）

新
年
会

２
０
１
７
年 

Ｊ
Ｐ
Ｍ
新
年
会
開
く

〜
２
年
後
、２
０
１
９
年
創
立
50
周
年
に
向
け
て
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東京からここなら、十分夕食を満喫できます。
（箱根芦ノ湖畔）

「GLOBALSHOP」のエントランス
（2016 年）

研究助成論文発表会の様子（2016年）

表紙（文／AD・イラスト）
　　  　　　　　　多田亮三／髙橋 稔	 1
第28期 ISM養成講座 抄録	 2

「店頭実現に向けて、サプライヤーは
　何をすべきか」講座（第１回）抄録	 4
JPM2017 年新年会	 6
Pro's TALK SHOW ⑮堀内 茂氏	 7
News from JPM	 8

C O N T E N T S

　個人消費を喚起するプレミアムフライデー。そ
のプロモーション・キーワードは「０.５」のようで
す。旅行業界では、金曜日“夕食付き”の「１.５」
泊を謳い、牛丼屋さんは、“半ドン”にかけて「半
丼」メニューを設定。午後３時まで仕事ですが、
すすめる側は「半日」気分での促進。百貨店や
飲食店、レジャー施設などでも、実質３時間早
帰りを見込んで展開されました。
　しかしこの「早帰り」、採用した企業は多くなかっ
たようです。経産省と経済界団体が旗振れど…
です。消費喚起とともに「働き方」を問わなくて
はならない現実があるからでしょう。 （秀）

サ
ン
ゼ
ル
ス
に
。
到
着
後
、
観
光
・
店

頭
視
察
。
翌
日
、
空
路
、
ラ
ス
ベ
カ
ス

へ
飛
び
、
観
光
視
察
。
翌
日
か
ら
２
日

間
「GLO

BA
LSH

O
P 2017

」
を
視

察
。
い
っ
ぱ
い
の
情
報
を
つ
か
ん
で
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
経
由
で
帰
国
の
途
に
就
く
。

　

店
頭
視
察
は
、365 by W

hole 
Foods, W

algreens, Trader Joe's,
Target LA

25, D
el A

m
o Fashion

Center

な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

参
加
申
し
込
み
は
す
で
に
締
め
切
ら

れ
て
お
り
、
８
日（
水
）14
時
～
15
時

30
分
に
本
視
察
ツ
ア
ー
説
明
会
が
日
本

印
刷
会
館
で
行
わ
れ
る
。

　

来
る
３
月
23
日
、「
平
成
28
年
度 

研

究
助
成
論
文
発
表
会
お
よ
び
第
８
回
日

本
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
（
Ｐ
Ｍ
）
学
会
総
会
」
が
、
日
本

印
刷
会
館
で
開
催
さ
れ
る
。

　

今
回
は
、
学
術
研
究
論
文
８
点
、
実

務
研
究
論
文
４
点
、
大
学
生
の
研
究
レ

ポ
ー
ト
２
点
、
合
計
14
点
が
助
成
対
象

の
研
究
テ
ー
マ
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

研
究
・
執
筆
者
か
ら
発
表
さ
れ
る
。

　

論
文
発
表
会
は
、
朝
の
９
時
か
ら
始

ま
り
、
間
に
「
学
会
総
会
」
を
挟
み
、

論
文
発
表
ご
と
に
質
問
が
な
さ
れ
、
す

べ
て
の
発
表
後
、
講
評
が
行
わ
れ
、
そ

の
後
、「
産
学
交
流
・
懇
親
会
」
が
行

わ
れ
る
。

　
「
研
究
助
成
論
文
」
は
、
研
究
テ
ー
マ

を
学
術
界
・
実
業
界
の
、
日
本
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
会

（
会
長
：
上
原
征
彦
氏
）
会
員
か
ら
公

募
し
、
的
確
な
研
究
テ
ー
マ
に
は
研
究

費
用
を
提
供
、「
研
究
論
文
」
を
作
成

と
い
う
も
の
。

　

こ
の
「
研
究
助
成
活
動
」
は
同
学
会

の
研
究
事
業
の
一
つ
と
し
て
行
わ
れ
て

お
り
、
協
賛
会
社
の
賛
助
金
で
運
営
さ

れ
て
い
る
。
同
学
会
の
協
賛
企
業
（
平

成
27
年
度
）
は
、
株
式
会
社
ア
サ
ツ
ー 

デ
ィ
・
ケ
イ
、
株
式
会
社
エ
キ
ス
プ
レ

ス
社
、
共
同
印
刷
株
式
会
社
、
株
式
会

社
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画
、
株
式

会
社
シ
ス
テ
ム
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ズ
、
株
式
会
社
ス
ピ
ン
、
株
式
会
社
大

広
、
大
日
本
印
刷
株
式
会
社
、
株
式
会

社
テ
ー
・
オ
ー
・
ダ
ブ
リ
ュ
ー
、
株
式

会
社
電
通
、
株
式
会
社
電
通
テ
ッ
ク
、

株
式
会
社
乃
村
工
藝
社
、
株
式
会
社
博

報
堂
、株
式
会
社
博
報
堂
プ
ロ
ダ
ク
ツ
、

株
式
会
社
美
工
、株
式
会
社
ヒ
ロ
モ
リ
、

レ
ン
ゴ
ー
株
式
会
社
、
ワ
ヨ
ー
株
式
会

社
の
、
計
18
社
。

●
日
本
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・

　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
会
に
つ
い
て

　

日
本
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
学
会
は
、
販
売
促
進
お
よ
び

こ
れ
に
か
か
わ
る
顧
客
適
応
活
動
に
関

す
る
研
究
の
進
展
と
実
務
技
能
の
向
上

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
産
学

協
同
を
基
盤
と
し
て
研
究
を
展
開
し
て

い
く
学
会
と
し
て
、
２
０
１
０
年
に
創

設
さ
れ
た
。

　

来
る
3
月
28
日
～
3
月
30
日
の
２

日
間
、
米
国
の
ラ
ス
ベ
ガ
ス
に
て

「GLO
BA

LSH
O

P2017

」
が
開
催

さ
れ
る
。本
年
は
25
周
年
と
な
る
大
会
。

こ
の「GLO

BA
LSH

O
P2017

」で
は
、

「Store Fixturing Show

」

「V
isual M

erchandising Show

」

「Store D
esign &

 O
perations

」

「D
igital Store

」

「A
t-Retail M

arketplace

」

が
行
わ
れ
る
。

　

日
本
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
協
会
（
Ｊ
Ｐ
Ｍ
）
で
は
、
こ

の
「GLO

BA
LSH

O
P

」
と
店
頭
視

察
を
組
み
合
わ
せ
た
海
外
視
察
ツ
ア
ー

を
毎
年
、
恒
例
と
し
て
行
っ
て
お
り
、

今
年
の
日
程
は
３
月
25
日（
土
）～
31

日
（
金
）
の
７
日
間
。

　

25
日
に
東
京
（
羽
田
）
を
立
ち
、
ロ
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視察ツアー
３月25日～31日の７日間

「研究助成論文
発表会」

「日本ＰＭ学会
総会」

３月23日開催


